
 

    

 

 

 

  2008 年 11 月 22 日、ゆく秋をおしむかのように、たくさんの落葉が風に舞っている武蔵野大学にて JHE編集委員会（第20期第２回目）を行いました。会員の皆様の積極的なご投稿をいただき、2008年の第２号が年内中に発刊されることとなりました。誠にありがとうございます。   編集委員会として、これまで、英文の書き方についての規定を設けておりませんでした。しかし、著者によって英語表記が異なり、統一をすべきとの意見が挙がりました。そこで、編集委員会では英語表記にBritishBritishBritishBritish English English English English を採用することと致しました。つまり、米語ではなく、英語に統一します。論文でよく使用される表現について一例を挙げますので、著者の方は、ご参考にしてください。  例） 米語  英語 備考 A, B, C, and D → A, B, C and D and のまえのカンマが不要 labor, color → labour, colour u を入れる   ただし、organization や program など、近年、英語（British English）として一般的に使用されているものは、その限りではありません。   投稿から掲載までの時間短縮を図るためにも、英語表記の統一は、査読・編集プロセスのいっそうの効率化を図ることを目的とするものであり，著者各位のご理解を賜りますようお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JHE 編集委員会 

 
            JJJJOURNALOURNALOURNALOURNAL    OFOFOFOF    

            HHHH U M A NU M A NU M A NU M A N     

            EEEE R G O L O G YR G O L O G YR G O L O G YR G O L O G Y     
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新規投稿論文新規投稿論文新規投稿論文新規投稿論文のののの募集募集募集募集     人類働態学会は、来年、創立 40 周年を迎え、当学会の顔である「JHE」（Journal of Human Ergology）は年２号の正常定期刊行が実現します。今後も、正常な定期刊行を維持していくために、皆様からの積極的なご投稿をお待ちしています。全国大会や地方会で発表した内容をまとめて論文発表する場として JHE を活用していただきたいと思います。特に、若い会員からの投稿を期待しております。   会員の投稿に関するお問い合わせは、お気軽に e-メールでお願いします。  JHE Coordinating Editor (副編集長) 松村秋芳 e-メール：matsumur@ndmc.ac.jp ～ 空に舞うたくさんの木の葉のように、皆様からの多くの投稿を歓迎いたします ～ 


